
第25回日本外傷学会日程表

第 １ 日目　 ５ 月19日（木）

第 １ 会場（ロイヤルホール②）
8 ：55～
開会の辞
� 市立堺病院　横田順一朗

9 ：00～ 9 ：45
　パネルディスカッション １ 関連
　Pr1　高齢者外傷
� 座長：獨協医科大学越谷病院救急医療科　池上　敬一
Pr1－1.	 高齢者外傷症例の検討
	 � 沖縄県立中部病院外科　伊志嶺　徹
Pr1－2.	 高齢者胸部外傷の特徴　一市中病院の経験から
	 � 労働者健康福祉機構関西労災病院心臓血管外科　岩田　　隆
Pr1－3.	 高齢者外傷では新たなバイタルサインの基準が有用である可能性がある
	 � 札幌東徳洲会病院外傷部　松田　知倫
Pr1－4.	 出血性ショックに至った高齢者の部分不安定型骨盤輪骨折の ３例
	 � 久留米大学整形外科　大本　将之
Pr1－5.	 当施設における高齢者外傷の特徴と問題点
	 � 日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　古川　　誠
Pr1－6.	 65歳以上高齢者外傷に関する統計的検討と課題
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学

9 ：45～１１：１5
　パネルディスカッション １
　PD-1　高齢者外傷
� 座長：東海大学医学部救命救急医学　　　　猪口　貞樹
� 山梨県立中央病院救命救急センター　松田　　潔
PD-1－1.	 高齢者の外傷死亡率の実態－日本外傷データバンクからの解析－
	 � 帝京大学救命救急センター　内田　靖之
PD-1－2.	 当院における高齢者外傷の現況
	 � 高知医療センター救命救急センター　村岡　玄哉
PD-1－3.	 高齢者外傷の現状
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　小笠原智子
PD-1－4.	 高齢者外傷の入院後感染性合併症に関する検討
	 � 岐阜大学医学部高度救命救急センター　白井　邦博
PD-1－5.	 高齢者重症外傷の特殊性－受傷機転，解剖学的・生理学的重症度評価を中心として
	 � 杏林大学高度救命救急センター　樽井　武彦
PD-1－6.	 高齢者頭部外傷に伴う凝固線溶系障害の臨床的特徴
	 � 日本医科大学救急医学教室　高山　泰広



PD-1－7.	 高齢者頚髄損傷の現状
	 � 関西医科大学附属滝井病院高度救命救急センター　岩瀬　正顕

１１：１5～１１：50
　一般口演
　O1　顔面外傷
� 座長：防衛医科大学校病院救急部　阪本　敏久
O1－1.	 下顎骨関節突起骨折による活動性外耳道出血に合併した気道緊急の一例
	 � 神戸大学病院救命救急科　陵城　成浩
O1－2.	 開放性顔面骨折からの制御困難な出血にTAEが奏功した一例
	 � 東海大学医学部救命救急医学　平川　春奈
O1－3.	 多発顔面骨骨折に伴う静脈性出血に対する咽頭カフの効果
	 � 松戸市立病院救命救急センター　森本　文雄
O1－4.	 外傷性視神経症の10症例の検討
	 � 飯塚病院救急部　山田　哲久
O1－5.	 外傷性両側外転神経麻痺の一例
	 � 石巻赤十字病院救命救急センター　小林　正和

１2：00～１3：00
　ランチョンセミナー １ （共催：MSD 株式会社）
� 座長：横浜市立大学大学院医学研究科救急医学　森村　尚登
LS1.	 緊急手術麻酔の挿管から抜管まで－筋弛緩の最適管理－
	 � 旭川医科大学麻酔・蘇生学講座　岩崎　　寬

１3：１0～１3：40
　会員総会

１3：40～１4：20
　会長講演
� 座長：関西医科大学医学部救急医学科　中谷　壽男
　　外傷蘇生に挑む－Damage control へのパラダイムシフト－
� 市立堺病院　横田順一朗

１4：20～１5：05
　一般口演
　O2　腹部外傷（肝，胆）
� 座長：亀田総合病院救命救急センター　葛西　　猛
O2－1.	 急速に増大した肝被膜下血腫により肝コンパートメント症候群をきたした一例
	 � 東海大学医学部救命救急医学　梅鉢梨真子
O2－2.	 保存的に治療可能であった肝コンパートメント症候群の １例
	 � 香川大学医学部附属病院救命救急センター　切詰　和孝
O2－3.	 抗凝固療法が影響を及ぼしたと考えられた，遅発性肝破裂の一例
	 � 社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院救命救急センター/救急科　爲廣　一仁
O2－4.	 重症鈍的肝損傷における planned reoperation としての肝切除術
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　山本　博崇



O2－5.	 内視鏡的胆管ステント留置が有用であった外傷性胆管損傷の ２例
	 � 市立釧路総合病院外科　金古　裕之
O2－6.	 治療に難渋した肝損傷（3a）後の遅発性胆管狭窄の一例
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　平林　篤志

１5：05～１5：50
　一般口演
　O3　腹部外傷（NOM，TAE，PHP）
� 座長：近畿大学医学部救命救急センター　坂田　育弘
O3－1.	 緊急手術を要した胸腹部外傷患者の検討
	 � 国立病院機構熊本医療センター外科　松本　克孝
O3－2.	 重症肝損傷に対するNOMと手術成績との比較検討
	 � 医療法人鉄蕉会亀田総合病院救命救急科　大橋　正樹
O3－3.	 肝外傷に対する治療　TAE，手術とその併用療法の実際について
	 � 福山市民病院外科　野島　洋樹
O3－4.	 TAEにて救命しえた外傷性肝動脈破裂の １例
	 � 茨城西南医療センター病院救急部　林　　怜史
O3－5.	 外傷性副腎損傷に対しTAEを施行した １例
	 � 佐賀大学医学部附属病院救命救急センター　八幡真由子
O3－6.	 鈍的肝損傷，副腎損傷に対し動脈塞栓術によって救命しえた小児の １例
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター救急部　篠塚　　健

１5：50～１₇：20
　シンポジウム １
　SY-1　重度外傷患者を対象にした最新の学術研究（ １ ）
� 座長：順天堂大学救急・災害医学（浦安病院救急診療科）　田中　　裕
� 　　　東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　　　　 大友　康裕
SY-1－1.	 重症型肝損傷に対するNOMを保存的治療とTAEに分類しその治療成績の比較検討
	 � 亀田総合病院救命救急科　葛西　　猛
SY-1－2.	 重症肝損傷における perihepatic packing の治療効果～効果的な救命オプション～
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　渡部　広明
SY-1－3.	 従来の骨盤骨折治療の限界点（パッキングを必要とする症例は？）
	 � 大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学　山本　啓雅
SY-1－4.	 外傷性脾損傷後の仮性動脈瘤形成とその治療に関する検討：多施設共同研究結果
	 � 大阪大学医学部付属病院高度救命救急センター　室谷　　卓
SY-1－5.	 外傷患者における新たな biomarker を用いた重症度評価
	 � 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　井上　貴昭
SY-1－6.	 重症外傷症例の転帰に影響を与える敗血症関連遺伝子多型－Critical Care Genomics－
	 � 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　渡邉　栄三



第 ２ 会場（ロイヤルホール①）
9 ：00～１0：00
　一般口演
　O4　初期診療
� 座長：大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター　藤見　　聡
O4－1.	 外傷初期診療における気道確保の現況
	 � 横浜市立大学附属市民総合医療センター救命救急センター　大井　康史
O4－2.	 ER 型救命救急センターにおける外傷初期診療標準化への取り組み
	 � 飯塚病院救急部　中塚　昭男
O4－3.	 外傷初期診療ガイドラインを取り入れた医学生教育の試み
	 � 関西医科大学枚方病院呼吸器外科　小延　俊文
O4－4.	 外傷治療における湿潤療法のエビデンスとその治療成績
	 � 名古屋記念病院救急部　武内　有城
O4－5.	 腰椎骨折に伴う後腹膜血腫の特徴～骨折形態との関係～
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　中尾　彰太
O4－6.	 頚髄損傷における徐脈発生予測因子に関する検討
	 � 川崎医科大学救急医学　椎野　泰和
O4－7.	 Autopsy imaging にて診断し得た外傷死の原因～環軸椎骨折～
	 � 亀田総合病院救命救急センター　中山恵美子
O4－8．	 豚を用いた頭部外傷モデルによる呼吸循環動態等の変動に関する検討
	 � 佐賀大学救命救急センター　阪本雄一郎

１0：00～１１：30
　特別企画 ２
　　外傷診療における画像診断－この画像，あなたはどう読む？－
� 企画・座長：聖マリアンナ医科大学放射線医学講座　　中島　康雄
� 　　　聖マリアンナ医科大学救急医学　　　　　松本　純一
� 　　　済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘

１2：00～１3：00
　ランチョンセミナー ２ （共催：日本ストライカー株式会社）
� 座長：大阪府立泉州救命救急センター　松岡　哲也
LS2.	 創外固定の原理と実際
	 � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　新藤　正輝

１4：20～１5：50
　ワークショップ １
　WS-1　外傷初期診療ガイドライン改訂第 ４ 版に向けて
� 座長：帝京大学医学部救急医学講座　　　　坂本　哲也
� 国立国際医療研究センター病院　　　木村　昭夫
WS-1－1.	 実践救急外来における JATECの普及と現状の考察－ガイドライン改訂第 ４版向けて－
	 � 公立陶生病院救急診療部　市原　利彦
WS-1－2.	 外傷患者における経口気管挿管についての検討
	 � 国立国際医療研究センター　中尾俊一郎



WS-1－3.	“冷汗”には心してかかれ！
	 � 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター救命救急センター　湯本　哲也
WS-1－4.	 FAST施行時に下大静脈計測を！
	 � 防衛医科大学校病院救急部　柳川　洋一
WS-1－5.	 我が国における刺創に関する病院間搬送
	 � 帝京大学救急科　北村　真樹
WS-1－6.	 外傷初期診療における新しい破傷風予防法の提唱
	 � 独立行政法人国立国際医療研究センター病院救急科　佐々木　亮

１5：50～１6：40
　一般口演
　O5　登録・統計・疫学
� 座長：防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵
O5－1.	 当院における外傷による予測外死亡についての検討
	 � 和歌山県立医科大学医学部救急集中治療部　川副　　友
O5－2.	 小児外傷における予測外死亡症例の検討
	 � 国立成育医療研究センター総合診療部救急診療科　伊藤　友弥
O5－3.	 当院における Preventable Trauma Death の検討
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　小川　博史
O5－4.	 ICD-10と AIS2008の両者へ変換可能な外傷分類
	 � 聖マリアンナ医科大学予防医学　中原　慎二
O5－5.	 交通事故類型別にみた損傷部位と重症度の特徴－日本外傷データバンクによる検討－
	 � 昭和大学医学部救急医学科　田中　啓司
O5－6.	 乗用車乗員の頭部外傷についての国際比較 JTDBと GIDAS
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一
O5-7.	 地方県における救急搬送受入困難に関する急病と外傷疾患の比較
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科部　中野　　実

１6：40～１₇：１0
　一般口演
　O6　診療報酬
� 座長：東京医科大学救急医学講座　織田　　順
O6－1.	 「高エネルギー外傷」として ３次選定された短期入院患者の現行での包括算定は適切か
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　諸江　雄太
O6－2.	 近畿大学病院救命救急センターにおける外傷患者の入院診療点数の現状
	 � 近畿大学医学部救急医学　丸山　克之
O6－3.	 当院における外傷症例に対する急性期診療報酬についての検討
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　宮内　雅人
O6－4.	 DPC 外傷疾患群の診療報酬の検討
	 � 済生会宇都宮病院救急診療科　加瀬　建一



第 ３ 会場（ガーデンコート）
9 ：00～ 9 ：45
　一般口演
　O7　骨盤外傷（ １ ）
� 座長：北里大学病院救命救急センター　鈴木　　卓
O7－1.	 腹腔内出血を合併した不安定型骨盤骨折の ２例
	 � 和歌山県立医科大学救急集中治療部　山添　真志
O7－2.	 CPAに至った開放性垂直性重度不安定型骨盤損傷の救命例
	 � 徳島県立中央病院外科　大村　健史
O7－3.	 直腸断裂を伴った不安定型骨盤骨折の社会復帰の １例
	 � 手稲渓仁会病院外科　今村　清隆
O7－4.	 Young-Burgess 分類は，死亡率・輸血必要量・合併損傷を予測できるか
	 � 山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明
O7－5.	 Primary survey における骨盤単純X線写真による骨盤骨折の安定性の評価
	 � 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター　馬場　紀行
O7－6.	 全人工股関節置換を行った寛骨臼骨折の ５例
	 � 兵庫医科大学医学部救急災害講座　河合　光徳

9 ：45～１0：35
　一般口演
　O8　骨盤外傷（ ２ ）
� 座長：兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　当麻　美樹
O8－1.	 不安定型骨盤輪骨折（仙骨骨折）に対する腰椎腸骨固定
	 � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　阿部　光伸
O8－2.	 不安定型骨盤輪骨折の術後成績
	 � 岡山赤十字病院整形外科　土井　　武
O8－3.	 Denis zone ３ 仙骨骨折（Suicidal jumper’s fracture）の治療成績
	 � 札幌医科大学救急集中治療医学講座　入船　秀仁
O8－4.	 Suicidal jumper’s fracture の治療経験
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　佐藤　秀峰
O8－5.	 寛骨臼骨折に合併した下殿動脈仮性動脈瘤の一例
	 � 東京都立墨東病院救命救急センター　石井　桂輔
O8－6.	 寛骨臼骨折に合併した仮性動脈瘤の ２例
	 � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　北田　真平
O8－7.	 骨盤骨折に合併する上殿・下殿動脈瘤の骨折内固定中の破裂に対する予防的TAEの試み
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　一柳　裕司

１0：35～１１：20
　一般口演
　O9　腹部・骨盤外傷
� 座長：済生会横浜市東部病院救命救急センター　北野　光秀
O9－1.	 骨折を伴わない鈍的外傷による腸骨静脈損傷の一例
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　仲村　佳彦



O9－2.	 骨盤骨折を伴わない右外腸骨静脈損傷に対して経後腹膜的にアプローチした一例
	 � 国立病院機構水戸医療センター救命救急センター　石上　耕司
O9－3.	 診断に苦慮した骨盤内腹膜外腔血腫の １例
	 � 健和会大手町病院産婦人科　唐木田真也
O9－4.	 鈍的交通外傷後 S状結腸破裂を合併していた骨盤骨折の一例
	 � 独立行政法人国立病院機構京都医療センター　中野　良太
O9－5.	 診断・治療に難渋した腹膜外膀胱損傷の １例
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
O9－6.	 膀胱破裂75例の検討－膀胱自然破裂を中心に
	 � 沖縄県立中部病院泌尿器科　新垣　義孝

１１：20～１１：55
　一般口演
　O10　災害医療
� 座長：鳥取大学医学部救急災害医学　本間　正人
O10－1.	 2010年ハイチ地震災害における外傷診療
	 � 奈良県立医科大学附属病院高度救命救急センター　畑　　倫明
O10－2.	 ABCDEアプローチの災害時の診療手順への応用
	 � 山形県立救命救急センター　森野　一真
O10－3.	 DMAT隊員の平時の活動のひとつとしての域密着型の病院災害訓練
	 � 富山大学大学院医学薬学研究部地域医療支援学講座　有嶋　拓郎
O10－4.	 国民保護訓練からみた本邦での爆傷災害医療の課題
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　布施　　明
O10－5.	 医療従事者が考える災害医療の問題点と概念－200名のアンケート調査より－
	 � 日赤和歌山医療センター救急集中治療部　千代　孝夫

１2：00～１3：00
　ランチョンセミナー ３ （共催：シーメンス・ジャパン株式会社）
　　次世代 CT システムと画像配信システムにおける救急画像診断の展望
� 座長：関西医科大学大学院医学研究科救急医学　中谷　壽男
LS3－1.	
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　鵜飼　　勲
LS3－2.	
	 � 栃木県済生会宇都宮病院放射線科　本多　正徳

１4：20～１5：05
　一般口演
　O11　救急医療体制・外傷医
� 座長：八戸市立市民病院救命救急センター　今　　明秀
O11－1.	 地方都市基幹病院における外傷死亡例の検討“最後の砦”での外傷診療のあり方は？
	 � 長崎県島原病院外科　井上　悠介
O11－2.	 静岡市地域における外因性CPAの検討
	 � 静岡済生会総合病院救命救急センター　東岡　宏明
O11－3.	 ラオス首都ビエンチャンにおける外傷事情
	 � 独立行政法人国立病院機構東京医療センター救急救命センター　菊野　隆明



O11－4.	 外傷診療における，画像診断・IVRの果たす役割に関する提言
	 � 聖マリアンナ医科大学救急医学　山下　寛高
O11－5.	 外傷手術トレーニングコースのアンケート結果からの検討
	 � 東北大学病院高度救命救急センター　山内　　聡
O11－6.	 地方救命救急センターにおける急性期外科医の現状と問題点－存在意義はどこにあるか
	 � 諏訪赤十字病院救命救急センター　矢澤　和虎

１5：05～１6：35
　シンポジウム ２
　SY-2　外傷医を育てる教育と提言
� 座長：久留米大学医学部救急医学講座　　　　坂本　照夫
� 社会医療法人蘇西厚生会松波総合病院　荒木　恒敏
SY-2－1.	 大都市 ２次救急病院における重度外傷受け入れ状況からみた外傷教育への提言
	 � 東京警察病院救急科　切田　　学
SY-2－2.	 日本外傷データバンクから見た日本外傷学会専門医制度研修施設と外傷医教育
	 � 帝京大学医学部救急医学講座　藤田　　尚
SY-2－3.	 現在，外傷外科教育の充実が必要である
	 � 名古屋大学大学院救急・集中治療医学　真弓　俊彦
SY-2－4.	 大学と協力施設の連携による外科系救急医の後期研修医プログラム
	 � 慶應義塾大学医学部救急医学　並木　　淳
SY-2－5.	 外傷外科医の教育・試験方法
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　北野　光秀
SY-2－6.	 外傷医の育成には teamwork のための non-technical skills 教育が必要である
	 � 大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学　溝端　康光
SY-2－7.	 JATECコースにおけるインストラクター養成の現状とブロック別固定サイトの設置
	 � 聖マリアンナ医科大学救命救急センター　箕輪　良行

１6：35～１₇：20
　一般口演
　O12　頸部・頸椎・頸髄外傷
� 座長：日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　丹正　勝久
O12－1.	 輪状甲状靭帯切開・右顎下腺全摘術を必要とした Impalement injury の一例
	 � 琉球大学大学院医学研究科救急医学講座　近藤　　豊
O12－2.	 当院で経験した鋭的頸部損傷
	 � 日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　杉田　篤紀
O12－3.	 交通事故による鈍的喉頭損傷の一例
	 � 大阪市立大学医学部附属病院救命救急センター　晋山　直樹
O12－4.	 鋭的頸部外傷により脳梗塞をきたした １例
	 � 諏訪赤十字病院救命救急センター　宮岡　俊輔
O12－5.	 急性硬膜下血腫，延髄損傷を合併した環椎単独骨折の １例
	 � 済生会熊本病院救急部　米満弘一郎
O12－6.	 乳児の外傷性脊髄損傷の一例
	 � 手稲渓仁会病院救命救急センター　木下　園子



教育セミナー会場（橘）
１₇：30～１8：１0
　教育セミナー ２
　国手に訊く「重度腹部外傷の緊急開腹のコツ」
� 東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕

教育セミナー会場（蘭）
１₇：30～１8：１0
　教育セミナー ３
　国手に訊く「外傷 TAE の Tips」
� 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘

教育セミナー会場（葵）
１₇：30～１8：１0
　教育セミナー ４
　国手に訊く「Damage control surgery における初回手術：abbreviated surgery に求められるもの」
� 東北大学病院高度救命救急センター　久志本成樹



第 ２ 日目　 ５ 月20日（金）

教育セミナー会場（橘）
8 ：１0～ 8 ：５0
　教育セミナー １
　国手に訊く「多発外傷における頭蓋内損傷の治療」
� 帝京大学医学部附属病院救命救急センター　坂本　哲也

教育セミナー会場（蘭）
8 ：１0～ 8 ：５0
　教育セミナー ５
　国手に訊く「多発外傷に合併した四肢外傷の治療－全身管理および局所管理の視点から－」
� 大阪府立泉州救命救急センター　松岡　哲也

教育セミナー会場（葵）
8 ：１0～ 8 ：５0
　教育セミナー ６
　国手に訊く「大動脈閉鎖用バルーンカテーテル使用のこつ」
� 国立国際医療研究センター病院救急科　木村　昭夫

第 １ 会場（ロイヤルホール②）
9 ：00～ 9 ：4５
　一般口演
　O13　病態生理
� 座長：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　嶋津　岳士
O13－1.	 外傷を契機に発症した後天性喉頭軟化症の １症例
	 � 済生会福岡総合病院救命救急センター　臼元　典子
O13－2.	 維持透析が外傷患者の転帰に与える影響
	 � 東海大学医学部救命救急医学　守田　誠司
O13－3.	 重症外傷患者に対する経腸栄養開始直後の血糖管理における高脂肪低糖質栄養剤の有用性
	 � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター救急診療科　毛利　智好
O13－4.	 第一次爆傷による呼吸・循環動態の変動に対するモルヒネの影響
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　大西　光雄
O13－5.	 骨・軟部組織損傷後のMOF発展メカニズムの解明：新しい動物骨・軟部組織損傷モデル
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　塚本　剛志
O13－6.	 胸部 CT上一過性の局所性スリガラス陰影像－外傷性肺水腫の提言－
	 � 防衛医科大学校病院救急部　柳川　洋一



9 ：4５～１0：30
　一般口演
　O14　輸血・輸血療法
� 座長：岐阜大学大学院救急・災害医学分野　小倉　真治
O14－1.	 緊急輸血を必要した外傷症例の検討
	 � 済生会福岡総合病院救命救急センター　安達　普至
O14－2.	 多発外傷症例における早期輸血必要症例の予測
	 � 高知医療センター　大森　貴夫
O14－3.	 当院での緊急Ｏ型輸血の現状
	 � 健和会大手町病院救急科　寺坂　勇亮
O14－4.	 救急診療・外傷診療における宗教的輸血拒否への対応に関するアンケート調査
	 � 兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　当麻　美樹
O14－5.	 ドクターヘリ出動時の初期輸液療法の検討
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　増田　幸子
O14－6.	 外傷性心肺停止例に対する右心耳内輸液の検討
	 � 大阪市立大学医学部附属病院救命救急センター　田口　博一

１0：40～１２：１0
　シンポジウム ３
　SY-3　重度外傷患者を対象にした最新の学術研究（ ２ ）
� 座長：帝京平成大学健康メディカル学部医療科学科　小関　一英
� 福岡大学医学部救命救急医学講座　　　　　　石倉　宏恭
SY-3－1.	 外傷急性期における凝固線溶動態の把握に基づく damage control resuscitation
	 � 東北大学病院高度救命救急センター　久志本成樹
SY-3－2.	 外傷直後の凝固障害の知見に関する混乱～プロテインＣの活性化が原因か？～
	 � 北海道大学病院先進急性期医療センター　早川　峰司
SY-3－3.	 重症外傷に伴う凝固線溶系障害の臨床的特徴－頭部外傷と多発外傷の比較より－
	 � 日本医科大学救急医学教室　高山　泰広
SY-3－4.	 出血性ショックを呈した外傷患者に対する初期循環管理プロトコール
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　齋藤　伸行
SY-3－5.	 重症鈍的外傷に対する高FFP/PRBC比輸血療法の検討
	 � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　早川　　桂
SY-3－6.	 胸部外傷を伴わない重症外傷におけるARDSについての検討
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　野村　侑史

１２：２0～１3：２0
　ランチョンセミナー ４ （共催：大正富山医薬品株式会社）
� 座長：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　嶋津　岳士
LS4	 症例から学ぶ感染症診療のロジック
	 � 愛知医科大学大学院医学研究科感染制御学　三鴨　廣繁



１3：30～１4：２0
　一般口演
　O15　四肢外傷
� 座長：兵庫県立西宮病院救命救急センター　鴻野　公伸
O15－1.	 直達牽引を行わない大腿骨骨折の治療戦略
	 � 北里大学病院救命救急センター　鈴木　　卓
O15－2.	 当院での手指切断の診療実績
	 � 札幌東徳洲会病院　佐藤　和生
O15－3.	 当科において骨折観血的手術を施行した熊外傷の ２症例
	 � 公立置賜総合病院整形外科　根本　信仁
O15－4.	 上腕骨骨折に伴った腋窩動脈損傷の １症例
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　金村　剛宗
O15－5.	 A Modified Wide－Base Reverse Sural Flap を用いた治療経験
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　大場　次郎
O15－6.	 当院において経験した靴紐状閉創術の ３例
	 � 高知医療センター救命救急センター　金丸　明博
O15－7.	 経頭蓋超音波ドプラー検査で微小塞栓子信号が認められた脂肪塞栓症の一例
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　田原　憲一

１4：２0～１4：５0
　パネルディスカッション ２ 関連
　Pr2　多発外傷を呈する脊椎・四肢外傷の治療
� 座長：日本医科大学付属病院救急診療科高度救命センター　川井　　真
Pr2－1.	 多発外傷に伴う脊椎損傷の治療戦略
	 � 奈良県立医科大学高度救命救急センター　松森　裕昭
Pr2－2.	 多発外傷を呈する四肢外傷の手術時期の検討
	 � 荒尾市民病院　松園　幸雅
Pr2－3.	 下肢骨折外傷を合併した頭部外傷の治療
	 � 北里大学医学部救命救急医学　今野　慎吾
Pr2－4.	 多発外傷患者に対する，鎖骨骨幹部骨折の治療：創外固定器による整復固定
	 � 大田原赤十字病院整形外科　田島　康介

１4：５0～１６：40
　パネルディスカッション ２
　PD-2　多発外傷を呈する脊椎・四肢外傷の治療
� 座長：大阪府立泉州救命救急センター　　　　　　　　　　松岡　哲也
� 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　加地　正人
PD-2－1.	 新たなるDCO適応基準の効果
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　上西　蔵人
PD-2－2.	 多発外傷患者における直達牽引を必要とする下肢骨合併症例の検討
	 � 近畿大学医学部救急医学講座　濱口　満英
PD-2－3.	 頭部外傷を合併した四肢開放骨折に対する治療戦略の評価
	 � 北里大学医学部救命救急医学　峰原　宏昌
PD-2－4.	 多発外傷を呈する四肢開放骨折に対する治療戦略
	 � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター救急診療科　久保　範明



PD-2－5.	 大腿骨骨折を伴う多発外傷症例の急性期治療－ETC，DCO，または直達牽引？
	 � 日本医科大学救急医学教室　大泉　　旭
PD-2－6.	 多発外傷に合併する大腿骨骨折に対するETC，DCOの適応
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　一柳　裕司
PD-2－7.	 多発外傷を呈する腰椎損傷の二期的腰椎固定術
	 � 東京都立墨東病院救命救急センター　石井　桂輔
PD-2－8.	 多発外傷患者における急性期脊椎固定手術
	 � 独立行政法人国立病院機構災害医療センター救命救急センター　加藤　　宏

第 ２ 会場（ロイヤルホール①）
9 ：00～１0：30
　特別企画 １
　　外傷診療における decision making －この症例，あなたはどう決断する？－
 企画・座長：大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学　溝端　康光

１0：40～１２：１0
　パネルディスカッション ３
　PD-3　機能予後・後遺症からみた急性期治療のあり方
� 座長：星ヶ丘厚生年金病院　　杉本　　壽
� 　　　日本医科大学救急医学　横田　裕行
PD-3－1.	 救命救急センターと脊髄損傷専門病院の医師交流による脊髄損傷治療への質的向上の試み
	 � 飯塚病院救急部　大西　惟貴
PD-3－2.	 頭部外傷後の高次脳機能障害の発生に関して
	 � 川口市立医療センター　直江　康孝
PD-3－3.	 頭部外傷後器質性精神症状に対する抑肝散の有効性：ハイブリッド型集中治療を目指して
	 � 北里大学医学部救命救急医学　神應　知道
PD-3－4.	 整形外傷患者を急性期からシームレスに診療するための試み
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　田中　俊尚
PD-3－5.	 高齢者多発外傷症例における重度四肢外傷患肢温存術－難しい治療判断－
	 � 札幌徳州会病院整形外科外傷センター　土田　芳彦
PD-3－6.	 多発外傷患者の退院後健康調査－Short Form-36 v2を使用しての試み－
	 � 順天堂大学医学部附属浦安病院整形外科　二村謙太郎

１２：２0～１3：２0
　ランチョンセミナー ５ （共催：エドワーズライフサイエンス株式会社）
� 座長：大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学　溝端　康光
LS5.	 外傷外科手術における新たなチーム育成コース
　　　　 ～外傷外科手術治療戦略コース，Surgical Strategy and Treatment for Trauma（SSTT）～
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　渡部　広明



１3：30～１4：２0
　一般口演
　O16　胸部外傷（ １ ）
� 座長：日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　邦洋
O16－1.	 杙創により肺損傷・心損傷を来たした １例
	 � 佐賀大学学部附属病院救命救急センター　朽方　規喜
O16－2.	 ドクターヘリによる早期の初療開始と搬送で救命しえた心損傷 ３例の報告
	 � 和歌山県立医科大学救急集中治療部　岩崎　安博
O16－3.	 初診時に症状の乏しかった大動脈損傷例
	 � 青梅市立総合病院救命救急センター　河西　克介
O16－4.	 鋭利な肋骨骨折の骨折断端による下行大動脈損傷の一例
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター救急部　家城　洋平
O16－5.	 当施設での肋間動脈損傷に対する IVR戦略は妥当か？
	 � 地方独立行政法人山梨県立病院機構山梨県立中央病院　小林　辰輔
O16－6.	 鈍的胸部外傷にて内胸動脈損傷による縦隔血腫の １例
	 � 公立陶生病院救急診療部　上田　吾郎
O16－7.	 当科に入院した胸部外傷症例の検討
	 � 岐阜県総合医療センター心臓血管外科　森　　義雄

１4：２0～１５：１0
　一般口演
　O17　胸部外傷（ ２ ）
� 座長：関西医科大学枚方病院呼吸器外科　小延　俊文
O17－1.	 胸部鈍的外傷による右気管支断裂の １例
	 � 近畿大学医学部救急医学　石部　琢也
O17－2.	 胸部狭圧外傷後，持続的気漏を来した右主気管支断裂の １例
	 � 山口大学医学部附属病院先進救急医療センター　戸谷　昌樹
O17－3.	 気管支内視鏡にて気管支裂傷を認めたが保存的加療にて改善を認めた一例
	 � 近畿大学医学部救急医学科　太田　育夫
O17－4.	 食道癌根治術15年後に再建胃管損傷を来たしたハンドル外傷の １例
	 � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　勅使河原勝伸
O17－5.	 胸腔鏡補助下胸管結紮術が奏効した外傷性乳縻胸を伴う多発外傷の １例
	 � 大阪府立中河内救命救急センター　加藤　　昇
O17－6.	 胸壁外傷に対してV.A.C.&reg；治療システムを使用した １例
	 � 兵庫県立加古川医療センター救命救急センター　小野　真義
O17－7.	 ダメージコントロール及び肋骨外固定術が有効だった stove-in chest の一例
	 � 大阪市立総合医療センター救命救急センター　細見　早苗

１５：１0～１６：40
　パネルディスカッション ４
　PD-4　胸腔ドレナージの功徳
� 座長：札幌医科大学救急集中治療医学講座　　浅井　康文
� 国士舘大学大学院救急システムコース　杉本　勝彦
PD-4－1.	 当院における外傷性血気胸の治療実績
	 � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　新井　晶子



PD-4－2.	 血胸に対する開胸術の適応に胸腔ドレナージ排液量は有用か？
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　水島　靖明
PD-4－3.	 鈍的胸部外傷における胸腔ドレナージと胸腔内出血に対する開胸基準
	 � 小田原市立病院呼吸器外科　西海　　昇
PD-4－4.	 胸部外傷の現状－胸腔ドレナージの功徳－
	 � 公立陶生病院救急診療部　井上　　望
PD-4－5.	 外傷性気胸に対する胸腔ドレーンは肺尖・背側へ挿入すべきなのか？
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　松本　松圭
PD-4－6.	 当院での外傷における胸腔ドレナージ管理の検討
	 � 聖路加国際病院救命救急センター　本間　洋輔

第 ３ 会場（ガーデンコート）
9 ：00～ 9 ：4５
　一般口演
　O18　小児外傷
� 座長：帝京大学医学部附属病院救命救急センター　藤田　　尚
O18－1.	 胸部刺創により胸腹部臓器損傷をきたした小児の一例
	 � 北九州総合病院外科　村山　良太
O18－2.	 頸部遺残を認めた箸による小児口腔内杙創の一例
	 � 大阪市立総合医療センター救命救急センター　渡部　祐輔
O18－3.	 気管膜様部損傷から縦隔・心嚢気腫が急速に進行した小児例
	 � 聖マリアンナ医科大学小児外科　島　　秀樹
O18－4.	 受傷後10日以上経過した後に顕在化した，シーソーによる小児Ⅲ b型膵外傷の １例
	 � 兵庫県立塚口病院小児外科　岩間　英明
O18－5.	 チャイルドシート適正使用時に受傷した頭蓋内損傷の一例
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　高田　忠明
O18－6.	 小児の外傷性開放性股関節前方脱臼の １例
	 � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　横手　　龍

9 ：4５～１0：30
　一般口演
　O19　病院前救護・メディカルコントロール
� 座長：日本医科大学救急医学　松本　　尚
O19－1.	 会津地域の地域医療体制の変化～福島県ドクターヘリ導入から ３年間が経過して～
	 � 会津中央病院救命救急センター　大村真理子
O19－2.	 ドクターヘリの有効活用は外傷症例の救命率向上をもたらす
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人
O19－3.	 奈良県南和地域で実施したドクターカー搬送の一症例
	 � 奈良県立五條病院脳神経外科　今西　正巳
O19－4.	 ドクターヘリで現場出動が行われた腹腔内出血を伴う外傷症例の検討
	 � 和歌山県立医科大学救急集中治療部・救命救急センター　上田健太郎
O19－5.	 救急救命士養成課程者における車両内での骨髄内輸液法（IOI）の手技調査
	 � 国士舘大学体育学部スポーツ医科学科　米倉　　孝



O19－6.	 長崎県における外傷性脊髄損傷患者の搬送先病院の検討－ ２年間の長崎県版検証票より－
	 � 嬉野医療センター救急科　藤原　紳祐

１0：3５～１２：0５
　ワークショップ ２
　WS-2　外傷初期診療におけるチーム医療
� 座長：昭和大学医学部救急医学講座　有賀　　徹
� 東京医科大学救急医学講座　　太田　祥一
WS-2－1.	 当科におけるチームパフォーマンス向上への取り組み－体幹部刺創に対する SOPs と TML－
	 � 大阪市立大学大学院医学研究科救急生体管理医学　高松　純平
WS-2－2.	 救急専従医だけでは完結できないこと，救急医が統括すべきこと～当センターの場合
	 � 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター救急部　松山　重成
WS-2－3.	 小児の重症多発外傷の検討－大学病院としての小児外傷患者の診療連携の工夫について－
	 � 東海大学医学部救命救急医学　本多ゆみえ
WS-2－4.	 地方都市病院における心肺蘇生・外傷チームの検討
	 � 健和会大手町病院救急科　乗井　達守
WS-2－5.	 虐待による頭部外傷とApparent life-threatening event（ALTE）との関連
	 � 国立成育医療研究センター脳神経外科　荒木　　尚
WS-2－6.	 頚髄損傷における急性期呼吸リハビリテーション介入について
	 � 大垣市民病院救命救急センター　山口　　均
WS-2－7.	 重症多発外傷患者に対する多職種連携
	 � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　河野　元嗣

１２：２0～１3：２0
　ランチョンセミナー ６ （共催：フクダ電子株式会社）
� 座長：未定
LS6.	 緊急報告：東日本大震災　DMATレポート
	 � 未定

１3：30～１4：0５
　一般口演
　O20　集中治療または周術期管理（ １ ）
� 座長：大阪大学大学院救急医学　小倉　裕司
O20－1.	 多発外傷急性期に合併した血栓塞栓症に対する抗凝固療法の効果
	 � 東海大学医学部救命救急医学　中川　儀英
O20－2.	 HIT（heparin-induced thrombocytopenia）から副腎出血を合併した骨盤骨折の一例
	 � 兵庫県立淡路病院外科　吉岡　勇気
O20－3.	 当院における骨盤骨折患者のD-dimer 値についての検討
	 � 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター救命救急部　櫻井　睦美
O20－4.	 外傷治療の補助療法としての高気圧酸素療法
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　吉村　有矢
O20－5.	 挫滅創に対する高気圧治療の試み
	 � 福山市民病院救命救急センター　宮庄　浩司



１4：0５～１4：５0
　一般口演
　O21　集中治療または周術期管理（ ２ ）
� 座長：日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　黒川　　顕
O21－1.	 外傷性肺嚢胞の管理に分離肺換気が有効であった １例
	 � さいたま赤十字病院救命救急センター救急医学科　田口　茂正
O21－2.	 外傷性肺出血に対する高頻度振動換気療法（HFOV）の適応
	 � 信州大学医学部附属病院高度救命救急センター　高山　浩史
O21－3.	 喘息発作を併発した重症胸部外傷治療の経験
	 � 市立砺波総合病院外科救急集中治療部　家接　健一
O21－4.	 挟圧外傷によるMyonephropathic metabolic syndrome（MNMS）の救命例
	 � 八戸市立市民病院救命救急センター　安部　智大
O21－5.	 出血性ショック・高度低体温からＣＰＡとなった腹部外傷の完全社会復帰例
	 � 鳥取県立中央病院救命救急センター　岡田　　稔
O21－6.	 生存退院した，外傷性窒息による院外心肺停止の １症例
	 � 神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター　徳田　剛宏

１4：５0～１５：3５
　一般口演
　O22　感染・MODS
� 座長：高知医療センター救命救急センター　村田　厚夫
O22－1.	 多発外傷を契機に発症したTrousseau 症候群の １症例
	 � 福山市民病院救命救急センター救急科　石井　賢造
O22－2.	 四肢外傷緊急手術後に発症した脳梗塞症例
	 � 藤沢市民病院救命救急センター　赤坂　　理
O22－3.	 ４ 臓器以上の多臓器不全に至った重症外傷症例の検討
	 � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
O22－4.	 多発外傷における PCPS，ECMO症例の検討
	 � 昭和大学藤が丘病院救急救命センター　佐々木　純
O22－5.	 重症胸部外傷後に続発したToxic Shock Syndrome の一症例
	 � 大阪府立急性期総合医療センター救急診療科　梅村　　穣
O22－6.	 骨盤骨折・会陰部損傷に伴った壊死性筋膜炎（NF）の ２例
	 � 東京医科大学救急医学講座　上野　雅仁

１５：3５～１６：２0
　一般口演
　O23　受傷機転・外傷予防
� 座長：市立堺病院　中田　康城
O23－1.	 アルコール多飲後に自損した腹部刺創 ３例の検討
	 � 大阪府三島救命救急センター　喜多村泰博
O23－2.	 散弾銃による銃創の １例
	 � 唐津赤十字病院外科　脇山　幸大
O23－3.	 間欠性跛行から確定診断に至った外傷性腹部大動脈解離の一例
	 � 足利赤十字病院救命救急センター　小川　理郎



O23－4.	 自動車乗車中の事故で受傷し緊急手術を行った症例の検討
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　大谷　義孝
O23－5.	 小児交通外傷におけるチャイルドシートの有用性に関する検討
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　山野　修平
O23－6.	 新 APP 事故傾向診断検査を用いた小児外傷予防の取り組み
	 � 大阪府立中河内救命救急センター　西山　和孝

第 ４ 会場（利休①）
9 ：00～ 9 ：40
　一般口演
　O24　頭部外傷（ １ ）
� 座長：奈良県立医科大学救急医学　奥地　一夫
O24－1.	 頭部外傷と外傷性脳血管障害～その評価基準と方法～
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　恩田　秀賢
O24－2.	 頭部外傷患者における外減圧術施行症例の検討
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　鈴木　　剛
O24－3.	 外減圧術症例の後方視的検討－外減圧術の必要性と関連因子について－
	 � 大阪府立泉州救命救急センター　萩原　　靖
O24－4.	 ダメージコントロールとしての追加減圧減張開頭術
	 � 日本医科大学救急医学教室　高山　泰広
O24－5.	 Microwave 照射による実験頭部外傷モデルの開発
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　布施　　明

9 ：4５～１0：30
　一般口演
　O25　頭部外傷（ ２ ）
� 座長：熊本大学生命科学研究部侵襲制御医学　木下　順弘
O25－1.	 中等症頭部外傷例の急性期における経過と転帰
	 � 済生会滋賀県病院救命救急センター・救急科　塩見　直人
O25－2.	 CPAで搬送されたTalk & Die の ２ 例
	 � 倉敷芸術科学大学生命科学部健康科学科　大川　元久
O25－3.	 後頭部打撲により小脳扁桃に脳挫傷を呈したキアリ第 １型奇形の １例
	 � 東京女子医科大学救急医学　原田　知幸
O25－4.	 小児の穿通性頭部外傷の一例
	 � 高知医療センター救命救急センター　市来　玲子
O25－5.	 ３ 度目の受診で確定診断に至った外傷性椎骨動脈閉塞の １例
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　龍神　秀穂
O25－6.	 受傷後40年経過したのちに発症した髄液瘻の １例
	 � 岡山赤十字病院脳神経外科　門田　知倫



１0：30～１１：２0
　一般口演
　O26　腹部・後腹膜外傷
� 座長：近畿大学救命救急センター　村尾　佳則
O26－1.	 鈍的外傷により生じた腹部大動脈損傷の一例
	 � 京都医療センター　福田　明輝
O26－2.	 両側尿管損傷を合併した多発外傷患者の １例
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　宮崎　善史
O26－3.	 開腹手術を回避できた ３型鈍的腎外傷の ２例
	 � 利根中央病院泌尿器科　田村　芳美
O26－4.	 複雑深在性腎損傷に対する機能的TAEが有効でなかった １例
	 � 東海大学医学部救命救急医学　佐藤　俊樹
O26－5.	 キックボクシングを契機に発症し，診断に苦慮した後腹膜血腫の １例
	 � みやぎ県南中核病院外科　小林　　実
O26－6.	 外傷性腸腰筋血腫による出血性ショックの １救命例
	 � 高崎総合医療センター救急科　荻野　隆史
O26－7.	 腰部刺創により腰動脈損傷をきたし，出血のコントロールに苦慮した １例
	 � 東京医科大学救急医学講座　鈴木　智哉

１１：２0～１２：１0
　一般口演
　O27　腹部外傷（腸管，膵，他）
� 座長：済生会神奈川県病院　吉井　　宏
O27－1.	 腹部鈍的外傷による遅発性大腸穿孔の １例
	 � 千葉県救急医療センター　藤芳　直彦
O27－2.	 受傷後約 ３時間後にショックとなった，腹部圧挫によるＳ状結腸・結腸間膜の １例
	 � 総合大雄会病院外科・救命救急センター　甲村　　稔
O27－3.	 外傷性下腸間膜動脈閉塞の １例
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　岡　　和幸
O27－4.	 外傷を契機に発見された卵巣皮様嚢腫の一例
	 � 近畿大学医学部附属病院救命救急センター　畠中　剛久
O27－5.	 TAEを行い良好な経過をたどった十二指腸壁内血腫の一例
	 � 大阪府立中河内救命救急センター　日野　裕志
O27－6.	 当院における小児外傷性膵損傷 ５例の検討
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　廣瀬　智也
O27－7.	 CT 上嚢胞様陰影を呈した膵外傷の ２例
	 � 川崎医科大学救急医学　藤原晋次郎

１3：30～１4：１５
　一般口演
　O28　手術手技
� 座長：大阪大学高度救命救急センター　鍬方　安行
O28－1.	 救急外来にてバルーンにより大動脈一時遮断を行い救命しえた総腸骨動脈損傷の一例
	 � 東海大学医学部専門診療医学系救命救急医学　野口　　航



O28－2.	 胸部刺創による出血性ショックに対して大動脈閉塞バルーンが有効であった一例
	 � 武蔵野赤十字病院救命救急センター　安田　英人
O28－3.	� 緊急開腹術を要する腹部外傷に対し大動脈遮断バルーン（IABO）を併用し有効であった ２例
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　苛原　隆之
O28－4.	 当院における大動脈閉塞バルーン（IABO）の使用経験
	 � 国立国際医療研究センター病院　阪本　太吾
O28－5.	 Open abdomen management 後にWittmann Patch&reg；を用いて閉腹した １例
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　廣江　成欧
O28－6.	 Open abdominal management 後早期に腹腔内圧を考慮して閉腹した ２例
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志

１4：１５～１５：0５
　一般口演
　O29　画像診断・IVR
� 座長：埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　根本　　学
O29－1.	 エコーで肋骨骨折は診断できる
	 � 亀田総合病院救命救急科　林　　真也
O29－2.	 骨盤内血腫の早期認知を目的とした Primary survey における骨盤単純写真読影
	 � 国立病院機構災害医療センター放射線科　松村　洋輔
O29－3.	 なんで CTを撮ったんですか？　頭部外傷のCT適応について
	 � 青梅市立総合病院救急科・救命救急センター　鶴和　幹浩
O29－4.	 AiCT にて肺動脈内に円形脂肪濃度が認められた外傷後肺脂肪塞栓症の一例
	 � 亀田総合病院救命救急科　伊藤　憲佐
O29－5.	 ２ 管球型64列MDCTを用いた胸部血管病変の診断能向上に関する検討
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　中川淳一郎
O29－6.	 腎動脈（本幹）損傷に対しステント留置を行った ４例
	 � 北里大学医学部救命救急医学　樫見　文枝
O29－7.	 外傷性持続勃起症（Priapism）に対して血管塞栓術が有効であった １例
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター　檜垣　　聡

１５：0５～１６：3５
　パネルディスカッション ５
　PD-5　画像診断装置の進歩と外傷診療の変化
� 座長：地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立急性期・総合医療センター　吉岡　敏治
� 　　　国立国際医療研究センター病院救急科　　　　　　　　　　　　　　　　萩原　章嘉
PD-5－1.	 緊急止血を要する鈍的体幹外傷におけるCT検査の有用性
	 � 大阪府立急性期・総合医療センター　和田　大樹
PD-5－2.	 重症外傷初期診療におけるＣＴ撮影とその特徴について
	 � 大阪府立急性期・総合医療センター高度救命救急センター救急診療科　奥田　和功
PD-5－3.	 multi-detector-row CT（MDCT）による全身CT検索は外傷初期診療の手順を変えうるのか
	 � 社会医療法人財団池友会福岡和白病院救急センター　冨岡　譲二
PD-5－4.	 鈍的胸腹部外傷におけるMDCTの有効性
	 � 東海大学医学部救命救急医学　大塚　洋幸



PD-5－5.	 多発外傷初療をCT上で行う－ピットフォールを減らすために．第 ２報－
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　鵜飼　　勲
PD-5－6.	 短時間で IVRに行くために：Trauma Radiology の重要性
	 � 国立病院機構災害医療センター放射線科　一ノ瀬嘉明




